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フォス新聞 ドイツ語圏最初の教養新聞

(その1)

鈴 木 将 史

序

ドイツ人の新聞好 きは,わ れわれ 日本人 と並びっ とに有名である。単独紙

個別の発行部数は日本 の全国紙 に遠 く及 ばぬものの,主 要紙410紙 を数 え,

その他 もろもろのローカル紙 を含めると,総 発行部数約3,000万 になんなん

とする1ド イツの新聞状況 は,そ の人口比 を鑑みれば,日 本 と比較 してもほと

ん ど遜色がない(日 本 は1997年 現在で5,377万 の新聞総発行部数 を誇 るが,

主要紙 と目され る日刊新聞は122紙 しか報告されていない2。因みに同年の報

告では,人 口1,000人 当 りの主要新聞販売部数は日本が575部 で第1位 であ

り,ド イツは317部 で321部 のイギ リスに次いで世界第3位 である3)。 しか

し,そ ういった数字面での差異よりも,わ れわれの注意をより強 く喚起する

ものは,ド イツ有力紙の編集方針であろう。写真やイラス トといった視覚的

メディアに日本紙ほど頼 らず,専 ら文章で,そ れも技巧的な文体 を駆使 して

作 り上げる紙面は,ド イツに限らずヨーロッパの所謂 「クオリティー ・ペー

パー」の大 きな特徴であるが,加 えて ドイツ紙は,文 芸 ・教養記事に従来か

ら大きなウェイ トを置いてきたことに定評がある。わが国の文芸評論家 は,

専 ら単行本や専門誌の論文執筆 を通 じて評論活動 を展開す るのが常である

1「事典 現 代 の ドイ ツ」
,大 修 館 書店,1998482頁 。

2「第48回 日本 統計 年鑑 第21章 一3都 道府 県別 新 聞発 行部 数」
,総 務 庁統計 局,

1999。
3MicrosoftEncarta98

。Zeitung"
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が,ド イ ツ の評 論 家 達 に対 す る社 会 的評 価 に は,そ れ に加 え て,新 聞 の文 芸

欄 で の 執 筆 活 動 も少 なか らず 影 響 す る。 更 に は,20世 紀 初 頭 に お け る 。Ber-

linerTageblatt"のAケ ル や"BerlinerB6rsen-Courier"のH.イ ェ ー リ ン

ク に始 ま り,現 代 にお い て は 。FrankfurterAllgemeineZeitung"のM.ラ イ

ヒーラニ ツキ或 い は 。SuddeutscheZeitung``のJ.カ イ ザ ー に至 る まで,有 力

紙 文 芸 欄 の 編 集 に携 わ る こ とが評 論 家 と して の名 声 を勝 ち得 る有 効 な手 段 で

あ る こ と に は,今 も昔 も変 わ りは な い。 こ の よ うな ドイ ツ紙 に息 づ く教 養 記

事 重 視 の伝 統 は,新 聞 発 行 の 黎 明 期 に そ の 源 を求 め 得 るが,わ けて も ドイ ツ

最 古 の新 聞 の ひ とつ で あ る 『フ ォス 新 聞 』 の 存 在 を 抜 き に して,こ の伝 統 を

辿 る こ と は出 来 まい 。小 論 で は,こ の230年 間(そ の大 本 か らた どれ ば317年

間)に 亙 り発 行 さ れ続 けた ドイ ツ 屈 指 の名 門 紙 『フ ォス 新 聞 』 の 変 遷 に つ い

て,文 芸 欄 に軸 足 を お きつ つ検 証 を試 み る。

ベル リン最初の新聞 から 『フォス新聞』 の誕生 まで

1450年 頃グーテンベルクにより活版印刷術が発明されて以来,ヨ ーロッパ

は印刷書籍二の大量発行 ・流通時代 に突入する。だが,奇 妙なことに,印 刷新

聞の発行はそれより1世 紀半 も遅れ,17世 紀 の声を聞かなければならなかっ

た。 これは,新 聞発行 に関 しては,ハ ー ドウエアの整備にソフ トウエアがま

だ追いっいていなかった ことを示す結果で ある。即 ち,新 聞 の執筆者 層

一ジャーナ リズムが,ま が りな りともヨーロッパに形成され るまでには,印

刷技術の開発か ら更 に200年 近 くの年月が必要 とされたのだった。それまで

は,た とえ大量印刷が可能であろうとも,報 道すべき情報を一般市民が入手

することは不可能に近かった。 よその地域の情報を知 るべ く諸国を巡ること

など,彼 らにはどだい叶わぬ話で,そ れが可能な者は政府の役人か,そ うで

なければ大道芸人やジプシーなど言論文化 とは無縁な 「名誉なき人々」に限

られていたのである。従って,社 会の情報 は時の政府 一宮廷が一手 に掌握 し

ていたため,そ れ らを民衆に知 らしめるためには,「触れ書 き」を回すだけで

充分であ り,「新聞」などという馬鹿丁寧な伝達手段の必要性は,ま るで唱 え
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られなかったのが実情である。また当時,ジ ャーナリズムを本来担 うべ き文

化人達の間では,新 聞 というメディアを,基 本的に世論操作の道具 として忌

避する傾向 も見 られた4。事実ごく初期の印刷新聞にも 「広報」的な色彩は色

濃 く残 り,民 間の手 による以上 に,役 人が発行 した新聞の方が重きをなして

い る 。

ドイ ツ は世 界 で も最 も早 く印刷 新 聞 を発 行 し た地 域 で あ る。 一 般 的 に は,

1609年 に ブ ラ ウ ン シ ュ ヴ ァイ ク 近 郊 の ヴ ォル フ ェ ン ビ ュ ッ テ ル で 発 行 さ れ

た 『通 知 新 聞 』(。AvisaRelationoderZeitung")が 世 界 最 初 の週 間 新 聞 と

され て い る5(1605年 に シ ュ トラ ス ブ ル クで 出 さ れ た 。Relation"を 鳴 矢 とす

る説 も あ る6)。 他 の 主 要 国 に 先 立 っ こ と10年 以 上 で あ る点 を み て も(イ ギ リ

ス1621年,フ ラ ンス1631年,イ タ リア1643年,ス カ ン ジ ナ ビ ア1644年),

ドイ ツ の新 聞発 行 に お け る先 進 性 を伺 え よ う。 ま た,フ ォ ス新 聞 を生 み 出 し

た ベ ル リン に あ っ て は,そ の8年 後 の1617年 に は既 に最 初 の 週 間 新 聞(週3

回発 行)が 確 認 され て い る。 この新 聞 は,ブ ラ ン デ ンブ ル ク選 候 帝 宮 廷 の使

節 長(。Botenmeister")が 業 務 上 見 聞 した各 地 の事 件 を報 告 した もの で,特

定 の名 称 を冠 され て い た わ けで は な い が,当 時 の 使 節 長 ク リス トフ ・ブ リ ッ

シ ュマ ン の名 を取 り,『 ブ リ ッ シ ュ マ ン新 聞 』(。Frischmann・Zeitung")と 呼

4Heiz -DietrichFischer:DieZeitungalsForschungsproblem ,S.11,in:H.-D.F.

(Hrsg.),DeutscheZeitungendes17.bis20.Jahrhunderts(Publizistik-historische

BeitrageBd.2),Pullachb.Mttnchen1972,S.11-24.
5PeterdeMendelssohn:ZeitungsstadtBerlin

,Berlin1959,S.16/17.
6

。Zeitung"と い う概 念 は,新 聞 学 で も様 々 な 定 義 が 試 み ら れ て い る。 中 で も,ド

ヴ ィ フ ァ ー トが 唱 え た 「新 聞 は,最 新 の 時 事 を 最 短 周 期 で 最 大 範 囲 の 公 衆 に伝 達

す る」と い う定 義 と,ハ ー ゲ マ ン が 挙 げ た 新 聞 の 本 質 的10大 特 徴 一 公 開 性,時 局

性,公 共 利 害 性,定 期 性,継 続 性,共 同 作 業 性,多 様 性,機 械 的 量 産 性,企 業 事

業 性 そ し て 「組 織 と し て の 新 聞 」 一 が 有 力 な も の で あ ろ う 。 た だ,こ れ らの 諸 要

素 を完 備 した 真 の 新 聞 が 登 場 す る の は,勿 論 後 代 に な っ て か ら で あ り,初 期 に お

け る定 期 刊 行 物 が,ど の 要 素 を も っ て 新 聞 と認 知 さ れ 得 る か は,解 釈 に よ り若 干

の ぶ れ が 生 じ る の も致 し方 が な い 。/EmilDovifat:Zeitungslehre,Bd.1,Berlin

1962(SammlungG6schenBd.1039),S.7-16./WalterHagemann:DieZeitung

alsOrganismus,Heidelberg1950,S.15.
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ば れ て い る(図 版1参 照)。 従 って ベ ル リ ン に お け る新 聞 発 行 の 礎 も,官 の 主

導 に よ り置 か れ た こ とに な る(『通 知 新 聞 』に して も,ブ ラ ウ ン シ ュ ヴ ァイ ク ー

リュ ー ネ ブル ク 宮廷 の官 報 的 色 彩 が 濃 い も の だ っ た)。当時 の ドイ ツ に お け る

出版 文 化 の 拠 点 都 市 は,フ ラ ン ク フ ル ト,ハ ンブ ル ク,ラ イ プ チ ヒな どで あ

り,人 口4,000人 足 らず の ベ ル リ ンは,規 模 的 に も これ ら大 都 市 に遠 く及 ぼ

ぬ一 中都 市 で あ っ た が,最 初 の 印 刷 新 聞 発 行 年 とな る と,1615年 の フ ラ ン ク

フ ル ト(。Frankfurter-Zeitung"7)や,1618年 の ハ ン ブ ル ク(。W6chentliche

No・;6・
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図 版1"Frischmann-Zeitung"

7こ の新 聞 は,20世 紀初 頭期 にフ ォス新 聞 の ライバル紙 であ った 同名 の有 力紙 とは

別 系統 で あ り,独 自に 。FrankfurterJournal``と して1903年 まで存続 した。単独

の形 態 を守 りつづ けた新 聞 として は,恐 ら くドイ ツで最 も長期 間 に亙 っ て発行 さ

れ続 けた新 聞で あ ろ う。
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ZeitungauBmehrerley6rther")に ほ ぼ 肩 を並 べ8,1650年 の ライ プ チ ヒ(。

EinkommendeZeitung"9)に は大 き く先 ん じる な ど,後 の 「新 聞 都 市 」ベ ル

リン の面 目 を,早 くも大 い に施 して い る の で あ る10。

さて,1618年 に ク リ ス トフ ・ブ リ ッ シ ュ マ ンが 亡 くな る と,そ の 弟 ヴ ァ イ

トが 兄 の役 職 と共 に新 聞 発 行 業 を引 き継 ぐが,新 聞 を 印刷 し て い た 当 時 のベ

ル リン唯 一 の 印 刷 業 者 ゲ オ ル ク ・ル ン ゲ が1655年 に は 当局 よ り新 聞発 行 認 可

を獲 得 し,61年 の ヴ ァイ トの他 界 に伴 っ て そ の 新 聞 の発 行 者 とな っ た11。初 期

の 印 刷 新 聞 は,民 間 で は印 刷 業 者 や 書 籍 業 者 の発 行 に よ る もの が 常 だ っ た が,

『プ リ ッ シ ュマ ン新 聞 』も この 時 点 で つ い に 官 か ら民 へ と経 営 形 態 を移 行 させ

る の で あ る。 もっ と も,28年 か ら導 入 され た新 聞検 閲 に よ り,民 営 化 され た

と はい う もの の,紙 面(主 に外 国 か ら の報 道 記 事 を 中心 に構 成)が 殊 更 変 化

した わ け で は な い。 ル ン ゲ 家 の 許,新 聞 は 『ベ ル リン 外 事 普 通 郵 便 新 聞 』

(,,BerlinischeEinkommendeOrdinariundPostzeitungen";"Oridinari"は

「号 外 」[
。Extra・Ordinari"]に 対 す る 「通 常 」の,。Einkommende"と は,「 外

部 か ら流 入 して くる」 の 意)と 命 名 され,以 降 ゲ オ ル ク の 息 子 ク リス トフ,

そ して そ の妻 カ タ リー ナ と所 有 者 が 変 遷 し発 行 され 続 け た 。2度 の結 婚(ク

リス トフ の死 後,カ タ リー ナ は再 婚 した が,第2の 夫 に も先 立 た れ た)に も

8WalterB6ning:DeutschePresse .Bd.1.Hamburg,Stuttgart-BadCannstatt

1996,S.15.
9た だ この新 聞 は,当 時 は週間 新聞 と して週3回 が通 例 で あった発 行状 況 の中,日

刊 と して発 行 された 点 に画期 的 な意味 を持 つ。
10し か も

,『 プ リッシ ュマ ン新 聞』 の創刊 年 は,更 に早 まる可 能性 さえあ る。 この

新 聞 の現存 す る最 も古 い版 は1617年8月16日 付 の36号 で あ り,そ れ以 前 の発

行 状況 は解 明 され て いない か らで あ る。/deMendelssohn,S.16.
11ル ンゲ は新 聞発 行 を,実 質 的 には1655年 に引 き継 い だ とされ てい るが,単 にそ

れ以前 の新 聞資 料 が存在 しない た めだ けで あ って(37年 か ら54年 まで欠損),そ

の間 の引 き継 ぎが どの ような実 態で あ った のか は,K.ベ ンダ ーやP.d.メ ンデル

ス ゾー ンの 「ル ンゲ は老 齢 の た め新 聞経 営 を死 亡 す る数 年前 か ら印刷業 者 に譲

り,自 らは名 目的 発行 人 を務 めて い たの で は ない か」 といった 推論 の域 を出 な

い。/KlausBender:VossischeZeitung,S。27,in:Heinz-DieterFischer(Hrsg.),

DeutscheZeitungendes17.bis20.Jahrhunderts./deMendelssohn,S.20/22.
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関わらず子供 を授か らなかったため,1704年 彼女は自らの印刷所共々新聞の

発行権 を,印 刷業者ヨハ ン ・ローレンツに売却 した。

ここで,発 行認可 により独占的にベルリン新聞業界 を支配 してきた『ブリッ

シュマン新聞』の状況は一新し,新 たな競争時代へ と突入することになる。

なぜな ら,そ の10年 前にヴェル トハイムか ら移ってきた書籍・印刷業者ヨハ

ン ・ミヒャエル ・リューディガーがやはりこの年に新聞発行認可の交付を受

け,有 力なライバル として新聞発行にも乗 り出してきたからである12。リュー

ディガーは,ロ ーレンツによる異議申し立てにより発行認可をその2年 後に

取 り消された後 も,再 認可を得るべ く当局へな りふ り構わぬ接近を図 り,と

うとう1721年,そ の息子ヨハ ン・アンドレアスがローレンツか ら念願の認可

を奪い取ることに成功する。ローレンツの『ベル リン普通新聞』(。Berlinische

ordinaireZeitung":彼 は1712年 頃から自分の新聞をこう命名 していた)は

早速同年2月22日 付23号 で発行停止 に追い込 まれるが,早 くもその3日 後

には発行人をヨハン・アンドレアスに変えた同体裁の新聞が,24号 か ら発行

を継続する。 この時点では,内 容的にもヨハ ン ・アンドレアスの新聞はさし

たる変化を見せなかったが,そ の名 を 『ベル リン認可新聞』(,,Berlinische

privilegirteZeitung")と 改名 し,ひ とまず1740年 までは再び唯一の認可紙

としてベル リン新聞業界 を独占す るのである13(図 版II参 照)。

このローレンツか らリューディガーへの発行者の交替 は,単 に経営者の変

更のみならず,新 聞その ものの変質を意味していた。交替時の紙面 は,『ブリッ

シュマン新聞』か ら伝統的に受け継がれてきた,外 国事件 をご く客観的に報

道する姿勢からほとんど抜け出ておらず,そ のニュースソースもハンブルク

や ウィーンやライプチ ヒの新 聞か らの受け売 りが大勢 を占めていた(カ タ

リーナがローレンツに新聞を売却 した理由として も,先 に述べた点以外に,

12こ の新 聞 は 『リュー デ ィガー新 聞』 と呼 ばれ
,1704年 か ら2年 間発 行 され た。

13『 フ ォス新 聞 』は
,正 式 名 を持 たぬ 『ブ リッシ ュマ ン新 聞』以降,最 終 的 な 『フォ

ス新 聞』に至 る まで,実 に26回 もその正式 名称 を変 更 して い る。/Bender,S25.
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紙質の低下を読者か ら批判 された という事実が挙 げられる)。このような編集

姿勢が リューディガー以降,徐 々に編集部の(特 に福音派傾向紙 としての)

主体性 を打ち出す路線へ と切 り替わり,後 の当局による検閲 との苛烈な衝突

をもたらすのである。1751年 にリューディガーが亡 くなると,そ の遺言によ

り新聞は,彼 の実の息子達ではな く,殊 の外彼 にその経営能力を高 く評価 さ

れていた娘婿の書籍商クリスチャン ・フリー ドリヒ ・フォス(大 フォス)に
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委譲された。プリッシュマンールンゲーローレンツーリューディガー と1世

紀半近 くもの問様々な発行者の手 を,そ れに応じた名 を帯び経てきたこの新

聞は,こ こでついにフォス家 という恒常的な社主を迎え,『 フォス新聞』の愛

称の もと,以 降200年 近 くもベルリンで発行 され続ける(し か し,新 聞の名

称 は,フ ォスの もとでも依然 『国王認可ベル リン新聞』のままで,『 フォス新

聞』が正式名 となるのは1911年 になってか らである14)。20世 紀初頭にさえ,

ベル リンのジャーナリズムを代表 した 『フォス新聞』は,従 って遠 くベル リ

ン最初の印刷新聞にまで連 なる正に名門中の名門新聞なのである。

ちなみに,『 フォス新聞』の開始をいつに置 くか という問題になると,必 然

的に大フォスが新聞発行権 を得た1751年 という時期が適当か,さ もなければ

過去に大 きく遡 ることになろう。『フォス新聞』自身は,親 族J.M.リ ューディ

ガーを創始者 と位置付 け,新聞発行許可が当局から彼 に与えられた1704年 を

社業の開始年 とみなしていた15。確かにこの年にローレンツがカタリーナか

ら新聞を譲 り受け,『 フォス新聞』へ と直結する 『ベル リン普通新聞』の発行

を開始するのも確かなのだが,後 世の 『フォス新聞』にとって この事件は問

題 とされず,あ くまでリューディガーが新聞の創設者だったのである。こう

した扱いの原因 としては,『 フォス新聞』が,遥 か中世へと連 なる自らの系譜

を把握し切れていなかったのか,或 いは意図的な ものだったのかは明らかで

はないが,少 な くとも,長 年に亙 り発行権 を巡って謳い続けたローレンツを,

『フォス新聞史』の系譜の中に組み入れることを潔しとしなかったのは事実だ

ろう16。この後新聞は,1790年 に大フォスか ら同名の息子(小 フォス)へ,そ

14初 期 の ドイ ツ紙 は,発 行 者 の名 を冠 して愛 称 で 呼 ばれ る ことが通 例 で あ った 。
『フォス新 聞』はその愛称 が長 年 の間 に正 式名 となっ て しまった稀 な例 で あ る

。/

deMendelssohn,S.25.
151904年 に 『フ ォス新 聞』は創 業200周 年 を記念 して

,フ ォ リオ判350頁 に及ぶ 大

部 の社 史 を編 纂 して い る。/ArendBuchholtz:VossischeZeitung.Geschicht-

licheRuckblickeaufdreiJahrhunderte,Berlin1904.
16200周 年 記念 誌 にお いて

,ル ンゲ 家 か らロー レ ンツが 引 き継 い だ時 点 で の 新 聞

は,「 当局 の見 立 て に よれ ば,18世 紀初 頭 の諸新 聞 の うち,最 低 の部類 に属 して
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して そ の5年 後 に は両 フ ォス の死 去 に伴 い,小 フ ォ ス の妹 マ リー ・フ リー デ

リケ ・レ ッ シ ン グ へ と委 譲 され た 。 そ れ 以 降,33年 間 に亙 り彼 女 は フ ォス 新

聞 を経 営 し,同 紙 を不 動 の 有 力 紙 に育 て 上 げ た の で あ る。

マ リー ・フ リー デ リケ が新 聞 を譲 り受 けた 時 点 で,ベ ル リ ン の ジ ャ ー ナ リ

ズ ム は,も は や フ ォ ス1紙 が 独 占 す る時 代 で は な くな っ て い た 。 既 に若 干 触

れ た が,啓 蒙 君 主 フ リー ドリ ヒII世(大 王)が 即 位 す る と,寡 占化 さ れ た 報

道 業 界 を疎 む彼 は,す ぐ さ ま フ ォ ス に対 抗 す る新 聞 を作 るべ く,書 籍 商A.

ホ ー デ に新 聞 発 行 認 可 を与 え,1740年 ベ ル リ ン第 二 の新 聞 『ベ ル リ ン政 治 教

養 新 報 』("BerlinischeNachrichtenvonStaats-undgelehrtenSachen")カ §

発 刊 す るか らで あ る。 こ の新 聞 は,48年 のJ.K.シ ュペ ナ ー に よ る買 収 の後,

『シ ュペ ナ ー新 聞 』と呼 ばれ
,1874年 まで 発 行 さ れ続 け る が,そ の 間 ベ ル リ ン

の 両 紙 は,「 フ ォス 小 母 さ ん 」(。TanteVoss"),「 シ ュペ ナ ー 小 父 さ ん 」(。

OnkelSpener")の 愛 称 の も と格 好 の ラ イバ ル 紙 と して 発 展 し た。

こ こで我 々 は,『 シ ュ ペ ナ ー 新 聞 』の 正 式 名 に登 場 し た 「教 養 」(。gelehrt")

とい う文 言 に注 目 しな けれ ば な ら な い 。 教 養 記 事 は,ド イ ツ紙 伝 統 の分 野 で

あ り,1700年 代 初 頭 か ら政 治 記 事 と並 ん で 紙 面 の重 要 な構 成 要 素 とな っ た 。

。Staatsundgelehrt"を 題 名 に戴 く最 初 の ドイ ツ紙 は,1712年 に創 刊 さ れ た

ハ ン ブル クの "StaatsundgelehrteZeitungdesHamburgischenUnpar-

theyischenCorrespondenten"17で あ り,40年 の シ ュペ ナ ー新 聞 の 創 刊,そ し

いた」と述べ られ,そ の状 況 を打 開 した「救世 主 」が,ヨ ハ ン・ミヒ ャエ ル ・リュー

デ ィガ ーで あ る と断 じ,記 念誌 を彼 に捧 げるか の如 く手放 しで賛 美 してい る。し

か し,彼 が実 際 に新 聞 を発行 した期 間 は,上 述 した通 り2年 間 に過 ぎな い し,そ

の新 聞 も現存 して はい ない。 実質 的 に新 聞 を改革 した の はその息子 ヨハ ン・ア ン

ドレアスで あ り,そ れ も ようや く1740年 にな って か らで,つ ま りは創刊 された

競 争紙 に対 抗す るた めで あ る。いずれ にせ よ,1704年 の8月 に ロー レ ンツが「独

占的」な新 聞発行 認可 を受 けた に も拘 わ らず,10月 に は リューデ ィガ ー も発 行認

可 を獲得 した とい う事 態 は,詳 細 は今 に伝 わ って いな いが,当 時 の当局 内 での混

乱振 りを物語 る もの だ ろ う。/ibid.S.5-15.
171731年 よ りこの名 とな る

。創刊 当時 の紙 名 は,。DerHollsteinischeunpartheyi-

scheCorrespondenteDurchEuropaundandereTeilederWelt"/B6ning,S.
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て51年 に は 『フ ォス 新 聞 』 が 。BerlinischeprivilegirteStaats-undgelehrte

Zeitung"と 改 名 さ れ る こ とに よ り,ド イ ツ紙 に お け る教 養 記 事 ・文 芸 欄 分 野

は確 立 した感 が あ る。 当 時 の 『フ ォ ス新 聞 』 は4面 構 成 に過 ぎ な か った が,

1・2面 の 政 治 ・社 会 欄(ベ ル リ ン圏 外 か らの 記 事 が 大 部 分)に 続 い て3面

を文 芸 欄 が 占 め て い た(4面 は広 告 欄)18。 そ れ 以 来,イ ン テ リ層 に焦 点 を合

わ せ た 「教 養 紙 」 に は,上 質 な文 芸 欄 が 不 可 欠 で あ る とい う伝 統 が ドイ ツ で

は早 々 に形 成 され,今 日 に至 っ て い る の で あ る19。

『フォス新聞』文芸欄 の発展

上述の如 く,文 芸欄に少なか らず重きを置 くドイツ紙のなかにあって も,

『フォス新聞』のそれは当初か ら特筆 に価する質を誇っていた。それには,1748

年か ら編集 に参画 したクリス トロープ ・ミュリウス並びに.ゴ ットホル ト・

エフライム・レッシングの功績が大 きい。『フォス新聞』編集者 として最初に

確認 し得 る20ミ ュリウス(1722-1754)は 新教の牧師の五男 としてライプチヒ

に生まれ,レ ッシング とは母方の義理の従兄 にあたる(ミ ュリウスの父の死

別 した先妻の甥がレッシング)。ライプチヒ大学在学中に「ドイツ文壇の教皇」

と異名を取ったゴットシェ トの弟子 となり,プ ットシェト発行の雑誌で彼の

ゴース トライターを務めることもあった。しか し,直 に自らも,痛 烈な社会

風刺を身上 としたスキャンダラスな雑誌を次々 と創刊 し,一 躍時代の風雲児

として言論界の注目を浴び始める。48年 に 『フォス新聞』へ招聰 された後,

彼は特に書評に格段の充実を図 り,同 年引き続いてライプチヒ大の後輩でも

あった19歳 の青年レッシングをJ.A.リ ューディガーに紹介 し,編 集 を手伝

177.
18参 照 し た フ ォ ス新 聞 は

,1761年1月1日 の も の 。
19SusanneKnoche:DerPublizistKarlPhilippMoritz(BochumerSchriftenzur

deutschenLiteraturBd.52),Frankfurta.M.1999,S.36ff.
20そ れ 以 前 の 『フ ォ ス 新 聞 』編 集 者 は

,文 献 上 に 名 を 残 して い な い 。/Buchholz,S.

31.
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わせた。

ミュリウスは文芸欄担当編集者 としては,全 く型破 りな程の辛辣な批評を

得意 としたが,そ の最たるものは,49年 彼が 『フォス新聞』編集の傍 らに発

行 した週刊ゴシップ誌 『預言者』(。Wahrsager")で ある。ベル リン各界 のス

キャンダル を暴 きま くった この雑誌 は,当 然の如 く当局から発行禁止命令が

下 り,5ヶ 月後 には早 くも廃刊の憂 き目を見 るが,『 フォス新聞』での仕事よ

りもこの雑誌 にこそ彼の特性が現れていると見なせよう。彼は,生 来が反骨

的且つ探求心旺盛 な 「目立ちたが り屋」であり,そ の興味の対象は,人 文科

学 もさることなが ら,更 に自然科学へ と向けられていた。いわば彼 は,人 文

科学的素養 も備 えた博物学者であり,現 代でいう 「科学ジャーナリス ト」の

先駆 けといえよう。事実,彼 は 『フォス新聞』に招聰される半年前 に,ベ ル

リン科学アカデ ミーにより,同 地の金環食観測会へ と招待 され,そ の際に数

学者オイラーと知己を得,後 には彼の助力で当時は珍 しい科学雑誌の発行 も

手掛 けている。後年彼は,新 世界アメ リカ大陸への探検旅行を計画 し,ス ポ

ンサー も見つけ決行に移すばか りの段階で,熱病に倒れ急逝 したのであった。

従って,ミ ュリウスの 『フォス新聞』での2年 間(48年 末か ら50年 末)の 仕

事は,彼 にとっては生活手段のための副次的な業務に過 ぎなかったのだが,

彼の登場により,書 評 ・劇評 を含めた人文 ・自然科学両面 に関す る文芸欄が

毎号掲載されるようにな り,レッシングの継承を経て近現代に至 るまで『フォ

ス新聞』独 自の名声の確立 に大 きく寄与する結果 となった。

もっとも,ド イツ文学史におけるミュリウス最大の業績 は,何 といっても

レッシングのベル リン文壇デビューを,新 聞編集者 として支援 したことだろ

う。。DiealteJungfer"な ど,レ ッシングの初期作品のい くつかは 『フォス

新聞』の印刷所か ら発行 され,ミ ュリウスの紙上での賞賛が作品の注 目度を

高めた点は事実である21。

21DieterHildebrandt:ChristlobMylius .EinGeniedesArgernisses

(PreuBischeKbpfe5),Berlin1981.
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ミュリウスが,そ の性格故,リ ューディガーと不仲になり,50年 末 『フォ

ス新聞』文芸欄 の編集か ら撤退 した後,後 任 は若 きレッシングに委ね られ

た22。彼 にとってもしか し,新 聞編集は糊 口をしの ぐ便法の域 を出るわ けでは

なかった。お りしも新聞は,リ ューディガーか らフォスの手に移る時期 にあ

た り,フ ォスはレッシングに,文 芸欄のみならず政治経済記事 も含めた紙面

全体の編集を打診 したが,彼 には 「その様 な政治的小事に自分の時間を浪費

する気」23もな く,文 芸欄担当のみを55年 まで継続する。 とはいえ,彼 の手

によりほぼ毎号掲載 された文芸批評は,そ の明快で決然 とした評価態度 にお

いて他紙の追随を許 さず,更 には翌51年 より毎月文芸特集別刷『機知の国便

り』(。DasNeuesteausdemReichedesWitzes")を 執筆するなど,『 フォ

ス新聞』の枠 を超 えて,レ ッシングの出現 により,ド イツ紙 にお ける文化

ジャーナ リズムの下地が形成 された といって も過言ではあ るまい。ゴット

シェ トを一顧だにせず,ゲ レル トの書簡 を真摯に賞賛 し,ク ロブシュ トック

とハラーには心か らの敬意を表 し,独 文学 に対す る英仏文学の優位性を認 め

はするが,そ の度を越 した美化礼賛 には鋭い警鐘 を鳴 らした彼の批評態度を,

19世 紀後半に同紙の編集を手掛 け,ま た著名な詩人で もあったヘルマン・ク

レトケは,「 『フォス新聞』全期 を通じて最 も貴重なものは,レ ッシングの残

した遺産である」24と評 したの も頷 けよう。 また,彼 の弟カール・ゴットヘル

フは,兄 以上に 『フォス新聞』 との関係が深 く,先 に紹介 した小 フォスの妹

マ リー ・フリーデリケがレッシング姓を名乗るのも,兄 同様新聞編集に参画

したカールと結婚 したか らである。マリーの後はフォス家の親族 としてレッ

22ミ ュ リウ ス と リュ ー デ ィ ガ ー の 仲 違 い の 真 相 は詳 らか で は な い が
,レ ッ シ ング の

書 簡 に よ る と,リ ュ ー デ ィガ ー が フ ォ ス に委 ね た 手 紙 を,ミ ュ リ ウ ス が 開 封 し た

と し て リュ デ ィガ ー が 立 腹 した こ と に端 を 発 す る ら し い 。 レ ッ シ ン グ は そ の 際

リュ ー デ ィ ガ ー を 「疑 り深 い男 」 と断 じて 従 兄 の 肩 を持 っ て い る。/G.E.Les-

sing:WerkeundBriefeBd.II/IBriefevonundanLessing1743-1770,

Frankfurta.M。1987,S.26/27.
23ibid

.S.31.
24DieVossischeZeitung .EinRUckblick,in:VossischeZeitung,1872Nr.45.
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シング家が新聞経営者 となるため,そ の点も踏 まえると,G.E.レ ッシングは

名実共に 『フォス新聞』文芸欄の原点であった。

1755年 にレッシングが新聞編集者の任 を離れた後,弟 カールや 「ドイツの

ホラチウス」カール ・P.ラムラーな ど数人の編集者が入れ替わりなが ら文芸

欄の掲載 は続いたが,30年 程 を経た後 に登場するカール ・フィリップ ・モー

リッツの許で,文 芸欄 は再び興隆期を迎 える。

その短い生涯の内に驚 くべ き文学的業績 を残 し,深 い心理描写 を随所に織

り込んだ自伝的小説 『アン トン ・ライザー』によって現代 も尚注目を浴び続

けるモーリッツ(1756-1793)は,奇 しくも1781年 のレッシングの死去に手

向けた哀悼詩 『レッシングの死 にあたって』が 『フォス新聞』の書評欄に取

り上げられたのが契機 となり,同紙 に寄稿を開始する。84年 か ら85年 にかけ

て彼は同紙全般の責任編集者 とな り,文 芸欄 の比重 を更に高め,そ れ までの

新聞の正式名称 。BerlinischeprivilegirteStaats-undgelehrteZeitung"を

『シュペナー新聞』同様の後半部を持つ
。K6niglichprivilegirteBerlinische

ZeitungvonStaats-undgelehrtenSachen"と 改めた。 この名称は 。Vossi-

scheZeitung"と いう正式名称に とって代わ られる1911年 まで継承される。

モー リッツが 『フォス新聞』に果たした最大の功績は,客 観的な事実報道に,

より踏み込んだ報道者の見解を添えることに腐心 した点であり,こ の傾向は

文芸欄において一層鮮明に現れた。その際,自 らの芸術観を唯一の拠 り所 と

した彼の批評態度は,従 来からの 『フォス新聞』の伝統 を踏襲 したものだが,

彼は 「新聞」 という公器に通常の書籍 とは異なる啓蒙的使命 を強 く認め,公

刊 される評論にはない一般性や教育性 を文芸欄に盛 り込 もうと努力 した。彼

が語 りかけようとした対象は,従 って 「全民衆」であり,そ の点で教養層に

焦点を絞 った ミュリウスや レッシングの評論 とは趣 を異にする。自らも,彼

らとは違い新聞発行 に天命を感 じていた彼は,

「人々が今までこれほど啓蒙 について言及し,且つ書 き記 してきた

にも関わ らず,そ れを実行に移すために,新 聞 という極めて単純な

手段 に思い至 らなかった とは,誠 に驚嘆する他はない。」25



μ 人 文 研 究 第99輯

と言明し,ペ スタロッチを師と仰 ぎつつ,『 フォス新聞』を真の 「教養紙」に

変革 しようと試みた。ただ,そ の1年 後 には,第 一 に大規模報道 メディアで

ある新聞が,自 らの理想実現にはそぐわぬことを早々に察 し,そ の編集から

手を引 くことになる。これ以降,彼 はより自らの意向を反映 させやすい雑誌

編集へ と傾倒 していった。彼の 『フォス新聞』への寄稿 さえ,1786年 が最後

となるため,正 に彼 は 『フォス新聞』紙上 を駆け抜 けていったというに等 し

い。だが,彼 の手により,教 養文化,と りわけ書籍や演劇が一般大衆に一層

身近な分野 として慣れ親 しまれたことを鑑みると,ド イツ紙における。Feui1-

leton"の 伝統 は,(通 常 レッシングの評論活動 をその先駆 けと見る向きが強

いが)モ ー リッツによって大衆に植え付 けられたとも考えられよう。

レッシングーモーリッツと続 く伝統の内に 『フォス新聞』文芸欄の書評 ・

劇評は舌鋒 をますます研 ぎ澄 まし,18世 紀世紀転換期 には国立劇場監督A.

W.イ フラン トと激 しく衝突 した りもするが26,新 聞そのものはこの時期,ヨ

ハン ・フリー ドリヒ ・ウンガー(1754-1782)の 指導の もと,飛 躍的な発展

を遂げた。ウンガーは富裕な印刷業者で,ベ ル リンに第三の新聞を作ろうと

認可獲得に奔走するが失敗 し,し か らばと資金不足に陥っていたマ リー ・ブ

リーデリケ ・レッシングに援助を申し出,1802年 『フォス新聞』の共同発行

人 に納 まるのである。彼は編集その ものを手掛けることはなかったが,新 聞

経営に抜群の才覚を示 し,さ まざまな改変(経 済欄や広告欄の充実,紙 面の

拡大,価 格の据え置 きな ど)を 通 じて 『フォス新聞』をドイツ有数の大新聞

に育て上げた。残念ながらウンガーは在任2年 にして1804年 に世を去 り,新

25KarlPhilippMoritz:IdealeinervollkommnenZeitung
,1784Berlin.In:

Moritz,WerkeBd.IIIFrankfurta.M.1981,S.173./Knoche,S.124-147.
261813年

,か ね て か ら 『フ ォ ス新 聞 』劇 評 の 検 閲 強 化 を 当 局 に働 きか け て い た イ フ

ラ ン トは,王 立 劇 場 公 演 に 対 す る劇 評 は あ まね く,初 演 を 含 め て 最 低3度 の 公 演

を経 な け れ ば 発 表 し て は な ら な い とい う法 律 を提 案 した 。一 見 突 飛 に 見 え る こ の

提 案 も しか し,28年 に は正 式 に 立 法 化 さ れ る 。 この エ ピ ソー ド は,厳 格 を 極 め た

当 時 の 検 閲 を物 語 る が,『 フ ォ ス 新 聞 』 が この 時 期,よ り文 芸 欄 に 労 力 を傾 注 し

た 一 因 と も な っ て い る 。/Buchholz,S.65/66.
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聞は再びM.F.レ ッシングの単独所有 となる。この後新聞はめまぐるしく編

集者が交代する中,マ リーの息子 クリスティアン ・フリー ドリヒ,そ してそ

の甥カール・ロベル トへ と引き継がれ,1910年 までレッシング家が所有 した。

『フォス新聞』 と 『シュペナー新聞』が2大 紙 として君臨する19世 紀初頭

のベルリン新聞界 は,ま た当局による苛酷 な検閲制度が しかれた時代で も

あった。ナポレオン戦争の敗北により,陰 諺な雰囲気 に満たされたフリー ド

リヒ ・ヴィルヘルムIII世の治世下では,先 々王フリー ドリヒ大王の時代 とは

打って変わって,紙 上での国内政治報道並びにそれに対するコメントは厳 し

く統制 された。いきおい,新 聞の軸足は教養記事にシフトされざるを得ない

が,『 フォス新聞』においてこの方針修正は成功裡に行なわれ,1823年 の演劇

評論家 グー ビッツ,更 には26年 の音楽評論家 レールシュタープの文芸欄編集

参画 は,ド イツ最高の教養新聞 としての同紙の権威を不動の ものにした。当

時の劇場関係者達は,公 演の翌日には取るものもとりあえず,『 フォス新聞』

を開き文芸欄に目を走 らせたのである。フランス革命に倣おうとする革命思

想の挫折により,極 めて現実逃避的な ドイツ ・ロマン主義が開花 したことは

よく知 られているが,こ の時期の 『フォス新聞』文芸欄の充実 も,新 聞本来

の使命 を考慮するといささか皮肉な結果であった。

ベル リンにおける二大紙寡占状態の終焉

一 方
,こ の時 期 の ベ ル リ ンで,さ さや か な が ら,ウ ンガ ー の 果 た せ な か っ

た 「ベ ル リン第 三 の 新 聞 」発 行 が 実 現 す る。 そ の 新 聞 一,,BerlinerAbendblat-

ter"は,1810年10月 に発 行 を許 可 さ れ,僅 か な部 数 で 発 行 を 開 始 す るが,そ

の 攻 撃 的 な紙 面 に よ り,た ち ま ち 当局 の 厳 しい検 閲 に晒 され,翌 年3月 に は

早 く も廃 刊 に追 い 込 まれ た。 こ の 。BerlinerAbendblatter"(以 下 。Abend-

blatter"と 省 略)は,ジ ャー ナ リス テ ィ ッ ク な観 点 か ら は,正 式 なベ ル リ ン第

三 の新 聞 とい う以 上 の 意 味 を持 つ もの で は な い(1806年 に,ベ ル リ ンで は 日

刊 紙 。Telegraph"が 発 刊 され て い るが,そ の実 態 は ナ ポ レオ ン 占領 下 にお け

る 占領 軍 御 用 新 聞 で あ り,自 由 な言 論 とはか け離 れ た 一 種 の プ ロパ ガ ンダ 紙
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である)。その八つ折版体裁 は粗悪であ り,発 行期間も僅か半年 とい う短期間

では,二大紙以上にリベラリズムを旨とした意欲的な編集姿勢 も,時のジャー

ナリズムにさしたる影響 を及 ぼすには至 らなかった。。Abendblatter"は,

従って ドイツ言論史の中に完全 に埋没 して忘れ去 られた ところで,何 ら不思

議のない一地方紙である。事実,こ の新聞の完全な揃いとしては,現 在1セ ッ

トが現存するに過 ぎず,そ れも寄稿者であったアヒム ・フォン・アルニムの

勧めにより,グ リム兄弟がコレクションしておいた ものである27。その よう

な,,Abendblatter"を,リ プ リント版が広 く普及するまでの有名な存在にし

たのは,一 にも二にも発行者ハインリッヒ ・フォン ・クライス トの後世での

名声 といえよう。実際この新聞には,ア ルニムの他 にもブレンターノ,フ ー

ケー,シ ュライエルマッヒァー等が原稿 を寄せてお り,先 述 したジャーナリ

ズム上の無力性 とはうらはらに,発 行者 自身の美学エッセイ 『マ リオネット

劇場について』が掲載 されるなど,特 筆すべき教養性 ・文学性が認められる。

しかし,独 自の政治的な発言 をあまねく禁止され,二 大紙か らの転載記事 し

か掲載出来な くなった同紙の末路 には,廃 刊か ら半年後に自らの命を絶った

クライス ト自身の,政 治的にも,ま た文学的にも孤立無縁 となった絶望的状

況が投影されることだろう。

だが ここで指摘 しておきたいことは,四 面楚歌の内に世を去った天才劇作

家 とい う 「神話」の形成には,『 フォス新聞』も少なからず関与 していた とい

う事実である。即ち,。Abendblatter"は,体 制側の報道機関として 『フォス

新聞』を殊更執拗に批判し,当 時既に主要な寄稿者 となっていたレール シュ

タープが,国 立劇場監督イフラントより賄賂 を受け取 り劇評に手心を加えて

いると書 き立てたのである。 このスキャンダルに憤った 『フォス新聞』の当

局への積極的な働 きかけが,そ の後の 。Abendblatter"に 対す る過剰な検閲

に影響 した点は否定 し得ない。蓋 し,終 始 リベラルな編集姿勢を旨としてい

27LudwigvonSalomon:GeschichtedesDeutschenZeitungswesens .Erster
Band,Oldenburg/Leipzig1906,S.189-190.
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た 『フォス新聞』 も,競 争紙の出現には,当 局を介して容赦ない圧力をかけ

るのが常であった。1700年 代初頭 に繰 り広 げられた,新 聞発行認可 を巡 る

ローレンツとリューディガーの熾烈な抗争 は既に述べたが,1735年 に,書 籍

商 ホーデが 。PotzdamischerStaats-undgelehrteMercurius"を 創刊 した際

の リューディガーの異議申立ても執拗を極めた。彼は,「平和時には多大な赤

字 まで出して発行 してきた新聞」が,「 ホーデの如 き本屋がほぼ同体裁の新聞

を発行すること」により莫大な経営的損失 を被る(リ ューディガーは発行認

可料 として,毎 年200タ ーラーを国庫に収 めていた)と主張し,「 この新聞 に

は自分が発行認可を受 けた内容 と同様の,世 間の出来事が報 じられている」

と訴 えたのである。その結果,,,Mercurius"は37年 に発行禁止 とな り,ホ ー

デは新聞発行 を,フ リー ドリヒ大王が現れる40年 まで,尚3年 間思い止 まら

ねばな らなかった28。

ここには,主 観的論評 を禁 じられていた当時のジャーナ リズムにとって,

「ひとつの事件を報道するには原則的にひ とつの新聞で充分」という未成熟な

姿勢が垣間見 られる。実際,『 フォス新聞』も 『シュペナー新聞』もその報道

内容 に大差は見 られず,あ まつさえ,1806年 の対ナポレオン戦争時にはこ

ぞってなりふ り構わぬ読者の戦意発揚に務めなが ら,フ ランス軍にベル リン

入城 を許すや否や,敗 戦 に伴う国土の荒廃などには目もくれず,両 紙 はたち

まち占領軍の御用広報誌 と成 り果てた。占領軍発令に対する両紙の迅速な報

道振 りには,司 令部 のフランス軍将校 までも驚 きを隠 さなかったほどであ

る29。19世紀ヨーロッパ最大の事件のひとつであるナポレオンの政治・軍事行

動に関しては,そ の即位からロシア遠征失敗・失脚に至 るまで,二 大紙 は従っ

て終始正確な報道を行なうことが出来ず,文 芸欄 の充実とはうらはらに,新

28
。Mercurius"は 従 っ て,『 ベ ル リ ン政 治 教 養 新 報 』(『 シ ュ ペ ナ ー 新 聞 』)の 直 系 の

母 体 紙 で あ る 。/Buchholz,S.25/26.
29Salomon:GeschichtedesDeutschenZeitungswesens

,2.Bd.,Oldenburg/Leip-

zig1906,S.181.
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図 版III 『フ ォス 新 聞 』 と 当 局 との 癒 着 を 風 刺 した カ リ カ チ ュ ア
。

1849年 の"Kladderadatsch"よ り

聞本来の機能 を十全に果たした とは到底いい難いのである。

しかし,ナ ポレオン後 『フォス新聞』は,検 閲強化の遺産である教養記事

並びに外事報道 を前面に押 し出 し,飛 躍的な発展を遂げる。1823年 に,日 曜

を除 く文字通 りの日刊を達成 した同新聞は,ド イツ連邦内の主たる都市 は勿

論のこと,外 国ではロンドン,パ リ,ウ ィーン,ロ ーマ,ブ リュッセル,ワ
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ルシャワ,コ ペンハーゲンなどの各都市に特派員を派遣 した。30年 代 には,

社主クリスティアン・フリー ドリヒと編集主幹 レールシュタープの指揮の も

と,新 聞は度々検閲の干渉を受けなが らも有力紙 としての紙質を高め,42年

に 『シュペナー新聞』が保守反動化路線を歩み始めると,唯 一のりベ ラル紙

として読者の共感を呼び,24,000部 の発行部数を誇る ドイツ最大の新聞へ と

成長するのである。更に48年 の三月革命の際には,レ ールシュタープの尽力

により検閲が廃止され,新 聞業界における言論の自由がついに実現する30。3

月20日 の 『フォス新聞』67号 は 「歓喜の号外」(。ExtrablattderFreude")

と題 され,以 下の如 く検閲制度廃止の喜びを語 っている。

「新聞は自由となった!こ の素晴 らしき権利 を手中にしたまさ

にこの時,わ れわれは喜喜た る声 を放 とうではないか。(中 略)今 や

平和 と喜びの歓声が,金 色の光の如 く,か つて燃え盛 る光条に呼び

寄せ られた暗雲を,ま た もやみるみる切 り裂いたのだ。天は再び晴

れたのだ!」31

三月革命は,従 ってベル リンジャーナ リズムにとって,ま た『フォス新聞』

にとって も過去最大の転回点であったといえる。この時 より,新 聞には国内

政治報道の自由が認められ,そ れ までの官報的な事実限定報道か ら,世 論形

成 という本来の任務が新聞に備わるからである。しか し,『フォス新聞』は,

いっまで も歓喜の声をあげ続けている訳にはいかなかった。「報道の自由」と

は,と りもなおさず 「新聞発行 の自由」を意味 し,48年 を境 にベル リンには

続々 と新たな新聞が名乗 りを上げたからである。その内めぼしい ものとして

30市 民 と軍 隊 との衝 突 とい う三 月革 命 の ピー ク を迎 えた48年3月19日
,レ ー ル

シ ュター プ は単 身 プ ロシア王 フ リー ド リヒIV世 に謁 見 し,後 刻 の事 態打 開 に向 け

た王 と市 民代表 者達 との会合 を取 り持 った。/Buchholz,S.122.
31VossischeZeitung

,1848Nr.67.
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は,革 命 精 神 を更 に推 し進 め た 革 新 紙 。Zeitungshalle",ド イ ツ 最 初 の恒 常 的

な風 刺 紙 。Kladderadatsch"(週 刊),市 民 代 表 に よ り設 立 さ れ た 穏 健 リベ ラ

ル 的 傾 向 の 。National-Zeitung",同 傾 向 な が ら編 集 者 が 単 独 で あ った た め に

よ りメ ッセ ー ジ性 の 強 か っ た 。DieLocomotive",そ して 一 方 反 動 的 内 容 で

対 抗 した,,NeuePreuBischeZeitung"(通 称 。Kreuz-Zeitung")な どが 挙 げ

られ よ う。 『フ ォス 新 聞 』 は,こ の ジ ャ ー ナ リズ ム変 革 の 中 で 「伝 統 紙 」 と し

て,。Kreuzzeitung"と 共 に反 動 的 な 論 陣 を 張 る ま で に な った(図 版III参 照)。

教 養 記 事 で 言 論 界 の筆 頭 に立 ち,加 えて 寡 占状 態 を維 持 し続 けて きた 同紙 は,

こ こで も巧 妙 に立 ち振 る舞 い,堰 を切 っ た よ う に りベ ラ リズ ム へ と傾 倒 す る

緒 新 聞 に業 を煮 や した 当 局 が,48年 末 と う と う 。Locomotive"や 。Kladde-

radatsch"や 。Zeitungshalle"な ど8紙 を発 行 禁 止 処 分 に す る中,筆 頭 新 聞 と

して の 地 位 を守 り続 け た の で あ る 。 だ が,同 紙 の 「中興 の 祖 」 ク リス テ ィ ア

ン ・フ リー ドリ ヒ ・レ ッ シ ング が 間 もな く世 を去 り,『 フ ォス 新 聞 』 は後 半 生

の 新 た な時 代 を迎 え る こ と とな る 。 奇 し く も同 年,父 親 が ラ イ プ チ ヒで 紙 問

屋 を営 む レ オ ポ ル ト ・ウ ル シ ュ タ イ ンが,ベ ル リ ン に進 出 して 小 さ な紙 問 屋

を 開 店 す る。 自分 の 創 業 す る零 細 出版 社 が 雲 の上 の大 新 聞 で あ る 『フ ォ ス新

聞 』の命 運 を後 に握 る こ とに な ろ う とは,こ の 時 点 の彼 に は夢 想 だ に し なか っ

た に違 い な い。
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,,DieVossischeZeitung``

dieersteGelehrteZeitungimdeutschenKreis

1.Teil

MasafumiSUZUKI

InDeutschland,wonachderErfindungdesTypendrucksvon

GutenbergdieerstengedrucktenZeitungeninderWeltherausgegeben

wurden,galt"DieVossischeZeitung"inBerlinvonAnfangbisEndeals

einebesonderseinfluBreiche.WennwirderenGeschichtenachgehen,

erreichenwireinederaltestengedrucktendeutschenZeitungen,die

sogenannte"Frischmann-Zeitung"von1617,diederdamaligepreuBische

BotenmeisterChristophFrischmannw6chentlichviermalherausgab.(Als

erstedeutscheZeitungbetrachtetmanjetztimallgemeinendie"Avisa

RelationoderZeitung"inWolfenbUttelvon1605.)InBetrachtderGr6Be

derStadtwareesbemerkenswert,daBBerlininderHerausgabeder

ZeitungHamburgoderFrankfurt,diedamalsvielgr6Berwaren,um

einigeJahrevoranging.Die。Frischmann-Zeitung"ttbernahmnachdem

ToddesHerausgebersseinBruderVeit,dannimJahr1661ihrBuch-

drucker-derimdamaligenBerlineinzige-GeorgRunge.DieZeitung

wurdedabeizumerstenMalaufdenoffizielenNamen,,Berlinische

EinkommendeOrdinariundPostzeitungen"getauft.BeiderUbernahme

vonRungeerlebtedieZeitungeinenWendepunkt,denndadurchgingsie

vomAmtindieHandederallgemeinenBttrgerUber,undimstrengen

SinnebegannerstjetztdieGeschichtedesechtenBerlinerJournalismus.

AberwenndiebttrgerlicheZeitungauchendlich・hierentstand,waresihr

durchdieschonungsloseZensurUberhauptunm6glich,inBezugaufdie

preuBischeinnerePolitikkeinBlattvordenMundzunehmen.Die
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Zensur-ProblemebestandenmehroderwenigerbiszurMarzrevolution

von1848fest,undmanbrauchteUberhaupteinbesonderesZeitungs-

privilegderBeh6rde,umeineZeitungherausgebenzuk6nnen.Deshalb

existiertenbis1848inBerlinfastimmernurzweiZeitungen-die

"Vossische"unddie1740gegrUndete"Spernersche"一.

DiestrengeZensurtibteaufdieZeitungaucheinenanderenEinfluB

aus:IhreRedaktionlegtedenSchwerpunktaufdieAuslandspolitikund

dasFeuilleton.Die"VossischeZeitung"ging1704vonderFamilie

RungeindenBesitzJohannLorenz`,auchBerlinerBuchdrucker,dann

1712andessenKonkurrenz,JohannAndreasRudiger,dessenSchwieger-

sohn,der1751dieZeitungUbernahm,ChristianFriedrichVosswar.(Vor

ihmwurdesie"K6niglichprivilegirteBerlinischeZeitung"gennant.)In

dieserEntwicklungderZeitungwahrendderZensur-Zeitbeteiligtensich

diekulturellh6chsttalentiertenPersoneneinernachdemandernander

Redaktion,damitdieZeitungzueinererstklassigenGelehrtenZeitung

gedeihenm6ge.AlssolchenRedakteurfUrdasFeuilleton"Gelehrte

Sachen"solltemanunteranderendenNamenGottholdEphraimLessing

angeben.ErredigiertedieZeitungalsNachfolgervonChristlobMyrius,

derinderZeitungerstmalsregelmaBigdengelehrtenArtikelbrachte,nur

　　
von1751bis1755.AberdienuraufseineneigenenSinnfUrAsthetik

gestUtzteentschiedeneHaltungzeigtelangedanacheinMusterfUrdie

Rezension,undschufdieGrundlageder,,GelehrtenSachen``inder

。VossischenZeitung".DieihmfolgendenRedakteure-KarlPhilipp

Moritz,FriedrichWilhelmGubitz,LudwigRellstabusw.-warenauch

jedereinzelneeineAutoritatimdamaligenBerlinerkulturellenLeben.

FUrdiepraktischeVerwaltungderZeitungistLessingauchvongroBer

Bedeutung:WeilseinBrudermitderTochterVoss`verheiratetwar,ging

dieZeitungspater(1795)inBesitzderFamilieLessingUber.Diese
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SituationdauertebiszurGeschaftsUbernahmedurchdenUllstein-Verlag

amAnfangdes20.Jahrhunderts,also1甘ngerals110Jahre,undtrugdazu

nichtwenigbei,diepolitischesowiekulturelleUnabhangigkeitder

Zeitungzuerhalten.


